ホルスト ザイドル M ハイデッガー ノ ソンザイロンテキ サイ ホンヤク by Kumagai, Masanori
ホルスト・ザイドル 1M・ハイデ、ツガーの存在論的差異J(翻訳①)
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科学 意欲 (Wollen)
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するー~ ( Horst Seid1， Sein und Bewusstsein - Er凸rterungenzur Erkenntnis1ehre und Metaphysik in einer Gegenuberstellung von 







Prof.Dr.Horst Seid1については拙論 fr純粋経験』についてJ(徳島大学総合科学部、人聞社会化、第 10巻、 2003，1-36)の注 1)を








1)以下の引用は、 M・ハイデガー『形而上学入門~ (チューピンゲン、 1957) より行う。
2) f哲学の理念と世界観の問題jと題する講義でハイデガーは自らの思索を世界観の哲学として描いている。『入門』では、第 l
章「哲学と世界観」で扱われている。以下を参照せよ、ハイデガー全集(I、講義録)、 Bd.56/57:f哲学の規定j、FrankfurtlM，1919
3)アリストテレスは第一哲学(その後に付けられた名前では『形而上学~ )を「自由な学J(形而上学、 1 2，982b27)と呼んでいる。
この観点は職人集団(Aristenfakur1taet)の「自由学芸」とし、うスコラの術語の中に取り入れられていった。
4)アリストテレスの『トピか』の定義と比較せよ。即ち「存在は定義できない、なぜならそれはどんな差異の中にも入り込んで
いくからである」。
5)こうして既にアリストテレスが『分析論後書~ (II 8)の中で確認していることは、私たちは例えば人間について人間が何である
かということを知ることができないということである、もし人間が存在しているということを知ることすらなければである。ト
マス・アクイナスの「存在者と本質についてJ(De ente et回sentia)を参照のこと。
めこのテーマに対しては私の次の著書が役立つだろう。『哲学の歴史と持続する真理』、 1995
7)幸いにもこういう観点は非専門の哲学者たちには直ちに明白になることだろう。そのために私は つの光栄な例を示すことが
できる。私の観点を私は当時のドイツ首相ヘノレムート・シュミットに書いたことがある。その返事で彼は私に対して全くの同意
? ??
?
を示しているのである。
8)同様にして、この問題と類似している問題、つまりフッサーノレの『ヨーロッパ学問の危機』で述べられている問題に答えるこ
とができょう。
9)ここではフッサーノレの現象学、つまり、意識の内在性の故に意識超越の問題を立て、そこで単に超越のみを意識の内在論の中
に容認している彼の現象学を参照してほしいロそれによって[フッサーノレの場合]形而上学的超越概念は知識論的・現象学的な概
念へと平板化されてしまっているのである。
10)Dieter Henrich，r自己意識。或る理論に対する批判的導入j、『解釈学と弁証法』に所収、 1970、257-284
?
?
?
?
